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い
よ
い
よ
春
闘
が
ス
タ
ー
ト 

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町

民
の
皆
さ
ん
、
署
名
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

1
月
21
日
、
函
館
市
国
際
ホ

テ
ル
で
、
自
治
労
渡
島
・
檜
山
地

本
合
同
で
、
春
闘
討
論
集
会
を
開

き
ま
し
た
。
冒
頭
、
渡
島
地
本
の

川
村
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。 

道
本
部
か
ら
は
大
出
彰
良
書

記
長
、
酒
井
康
弘
道
本
部
総
合
局

事
務
局
長
、
共
済
よ
り
損
害
調
査

部
副
部
長
の
根
本
圭
さ
ん
に
き

て
頂
き
、
道
本
部
を
代
表
し
、
大

出
書
記
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。 

酒
井
総
合
事
務
局
長
が
「
２
０

１
２
国
民
春
闘
」
に
つ
い
て
、
共

済
損
害
調
査
根
本
副
部
長
が
「
春

闘
期
の
自
主
福
祉
活
動
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
自
主

福
祉
活
動
の
推
進
に
お
い
て
は
、

労
金
の
二
葉
副
支
店
長
、
全
労
済

道
南
支
部
の
斉
木
支
店
長
が
、
推

進
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
説
明

を
し
た
。 

２
０
１
１
秋
期
闘
争
中
間
総

括
（
案
）
に
つ
い
て
、
渡
島
・
檜

山
地
本
か
ら
報
告
。 

  

1
月
23
日
、
北
斗
市
か
な
で
ー

る
で
、
地
公
三
者
が
給
与
独
自
削

減
阻
止
！
総
決
起
集
会
の
共
闘
会

議
を
開
催
。
全
道
庁
労
連
、
北
教

組
、
自
治
労
の
仲
間
２
０
０
人
が

集
ま
っ
た
。 

 

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、

全
道
庁
労
連
渡
島
総
支
部
、
樋
口

委
員
長
あ
い
さ
つ
、
連
合
北
海
道

渡
島
地
域
協
議
会
・
荒
木
会
長
よ

り
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し

た
。
北
教
組
渡
島
支
部
の
松
本
事

務
局
長
か
ら
こ
の
間
の
情
勢
報

告
、
青
年
部
か
ら
「
初
任
給
が
10

万
円
以
下
で
は
、
コ
ー
ト
を
買
う

こ
と
も
で
き
な
い
。
手
当
が
出
る

ま
で
友
達
か
ら
コ
ー
ト
を
借
り
て

し
の
ぐ
し
か
な
い
」
と
い
っ
た
切

実
な
訴
え
が
出
て
い
る
な
ど
、
具

体
的
な
組
合
員
の
訴
え
の
報
告
が

あ
っ
た
。
な
お
、
1
月
27
日
に
は
、

「
1
時
間
を
上
限
と
す
る
ス
ト

ラ
イ
キ
」
を
配
置
し
て
１
月
26
日

に
交
渉
の
最
大
の
山
場
を
迎
え

る
。
何
と
し
て
も
独
自
削
減
を
撤

回
さ
た
い
」
と
地
公
三
者
に
一
致

団
結
を
呼
び
か
け
た
。 

 

２０１自治労渡島・檜山地方本部合同春闘討論集会 

大
出
書
記
長
よ
り
「
組
織
強
化

と
組
織
拡
大
の
取
組
み
に
つ
い

て
」
と
題
し
提
起
し
て
頂
き
、
そ

の
あ
と
質
疑
応
答
に
は
い
る
。 

 

最
後
に
、
桧
山
地
本
の
野
崎
副

委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！

で
今
集
会
を
終
え
た
。 

【 発 行 】 

給
与
独
自
削
減 

阻 

止
！ 

 

自
治
労
渡
島
地
本
の
渡
辺
副

委
員
長
が
決
意
宣
言
を
し
、
最
後

に
、
北
教
組
函
館
支
部
の
相
澤
支

部
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
、
本

集
会
に
集
ま
っ
た
地
公
三
者
組

合
員
全
員
で
闘
争
の
確
認
を
し

た
。 当局、独自削減提案内容 

１．一般職の給与 5.5％減額  
２．期末・勤勉手当の役職段階別加算額を 4 分 1 減額  
３．地域手当の異動保障制度廃止  
組合側 
１．給与の独自削減措置反対 
２．現給保障措置の廃止反対 
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ちほんの動き 
 

連合と地公三者がタッグを組んで要請書提出 

1
月
14
日
、
逢
坂
誠
二
事
務
所
で
、
連

合
北
海
道
渡
島
地
域
協
議
会
、
荒
木
会
長

と
渡
島
地
区
地
公
三
者
共
闘
会
議
樋
口

議
長
は
要
請
書
を
逢
坂
議
員
に
渡
し
た
。 

ま
た
、
1
月
16
日
、
連
合
北
海
道
渡
島

地
域
協
議
会
会
長
・
事
務
局
長
。
渡
島
地

区
地
公
三
者
共
闘
会
議
議
長
ほ
か,

全
道

庁
・
北
教
組
・
自
治
労
は
「
道
の
財
政
再

建
・
地
方
財
政
の
確
立
等
に
向
け
た
要
請

書
」
を
永
井
局
長
に
手
交
し
、
荒
木
会
長

が
次
の
3
点
に
つ
い
て
、 

１ 

公
務
員
労
働
者
は
、
憲
法
28
条
で 

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
償
措
置
と

し
て
、
人
事
委
員
会
の
勧
告
制
度
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
提
案
の
撤
回
を
強
く
求
め

ま
す
。 

２
．
今
回
の
提
案
は
、
労
使
の
誠
実
交
渉

義
務
に
抵
触
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
地
公
三
者
共
闘
と
の
交
渉
経
過
を
踏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
え
た
対
応
を
行
う
よ
う
要
請
し
ま
す
。 

３
．
道
財
政
危
機
は
、
道
債
に
大
き
く
依

存
し
て
い
る
現
状
を
克
服
し
、
地
方
財
政

確
立
に
向
け
た
国
へ
の
働
き
か
け
を
、
全

道
の
市
長
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
展

開
す
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。 

樋
口
議
長
か
ら
、
賃
金
独
自
削
減
に
よ

ら
な
い
道
財
政
の
運
営
を
し
て
頂
き
た

い
。 

ま
た
、
渡
島
地
本
の
川
村
委
員
長
か
ら
、

自
治
体
財
政
が
厳
し
い
な
か
、
公
共
民
間

等
は
道
や
市
町
村
の
給
与
を
基
本
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
道
は
地
域
の
牽

引
役
と
な
っ
て
頂
き
た
い
。 

北
教
組
の
高
橋
書
記
長
よ
り
、
高
校
の

無
償
化
や
30
人
学
級
な
ど
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
は
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

し
か
し
、
職
員
の
環
境
は
、
13
年
間
、

給
与
の
独
自
削
減
が
さ
れ
て
き
た
。
現
場
で

は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し
て
い
る
。
な

ど
の
意
見
交
換
を
し
た
。 

渡
島
振
興
局
永
井
局
長
は
、 

近
年
、
地
方
交
付
金
が
確
保
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
18
年
を
ピ
ー
ク
に
道
の
財
政

が
悪
化
し
、
13
年
間
に
わ
た
る
独
自
削
減
を

し
て
き
た
こ
と
は
真
摯
に
う
け
と
め
、
本
日

の
要
請
等
に
つ
い
て
は
、
当
局
に
も
伝
え
て

い
き
た
い
と
、
一
定
の
理
解
を
示
め
す
。 

1 月 25 日（水） 道本部第 3 回拡大闘争委員会 
2 月 3 日 （金） 道本部第 115 回中央委員会 
2 月 10 日（金） 執行委員会および単組・代表者会議 
2 月 13 日（月） 道本部合同オルグ 
2 月 24 日（金） 第 33 回全国町村職総決起集会 
 

2 月 15 日～22 日    ストライキ批准投票 
            要求書提出ゾーン 
2 月 17 日        要求書集中提出日 
2 月 28 日        回答指定日 
2 月 29 日～3 月 8 日 重点交渉期間 
3 月 6 日～９日     腕章着用 
3 月 9 日       統一行動日 


